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補
正
予
算
な
ど
二
十
八
議
案
を
可
決・認
定
並
び
に
同
意

　
広
島
県
議
会
は
、十
二
月
定
例
会
を
十
二
月
五
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま
で
の
十
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
二
十
八
年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」や「
広
島
県

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、九
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た「
平
成
二

十
七
年
度
決
算
認
定
」な
ど
の
知
事
提
出
議
案
の
ほ
か
、議
員
提
案
に
よ
る「
広
島
県
議

会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
」な
ど
の
議
案
に
つい
て
審
議

を
行
い
、二
十
八
議
案
に
つい
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、任
期
満
了
に
伴
う
広
島
県
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
委
員

四
人
、補
充
員
四
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、地
方
創
生
、産
業
振
興
、教
育
施
策
、医
療
・
福
祉
対
策
な
ど
の

県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、九
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

可
決
条
例
案広

島
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報

の
発
行
に
関
す
る
条
例
、広
島
県
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど　

九
件

同
意
人
事
案
件

広
島
県
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に

つ
い
て　

一
件

可
決
そ
の
他
の
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
ど　

七
件

不
採
択

請
願

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
早

期
実
現
を
求
め
る
請
願
な
ど　

三
件

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計　

一
件

特
別
会
計　

四
件

企
業
会
計　

四
件

可
決

平
成
二
十
七
年
度
決
算
等

一
般
会
計
・
特
別
会
計　

一
件

企
業
会
計　

一
件

認
定・可
決

議
決
の
状
況

12月定例会 ◆総額24億1,000万円の補正予算を可決
◆本会議における質問・答弁、常任委員会の動き（２、３面）
◆決算特別委員会における審議の状況など（４面）
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議議

みかん（大崎上島町）：広島県のみかん栽培は約300年の歴史があり、現在では、県南部の沿岸島しょ部に産地が形成され、本県の主要農産物のひとつとなっています。平成29年３月から11月まで、
　　　　　　　　　 大崎上島町など中山間地域を舞台にした「ひろしま さとやま未来博2017」が開催され、地域づくりのための様 な々プロジェクトが展開されます。詳しくは、

　

自
動
車
保
有
関
係
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用

開
始
に
伴
い
、自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税
の
納
付
方
法
の

特
例
を
定
め
る
な
ど
、必
要
な
規
定
を
整
備
す
る
条
例
改
正
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

広
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

各議案に対する議員の表決態度（賛否）は、
ホームページで公表しています。 検索検索広島県議会 本会議情報 議案等審議結果➡ ➡

12月5日

12月６日

12月７日～９日

12月12日

12月14日

本会議

全員委員会

本会議

各常任委員会

本会議

開会、提案理由説明など

提案事項の説明など

一般質問など

付託議案・請願の審査など

委員長報告、議案の採決など、閉会

▼12月定例会日程 （平成28年12月５日～12月14日）

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
状
況

主
な
質
問
事
項

　

九
月
二
十
九
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
は
、九
月
定
例
会

で
付
託
さ
れ
た「
平
成
二
十
七
年
度
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」並
び

に「
平
成
二
十
七
年
度
広
島
県
公
営
企
業
の
決
算
の
認
定
及
び
剰
余
金

の
処
分
」に
つ
い
て
、十
月
四
日
か
ら
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
、九
回
に
わ

た
っ
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
に
は
、代
表
監
査
委
員
か
ら「
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
審
査

意
見
書
」等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
ほ
か
、十
一
月
二
十
二
日
は
、

知
事
の
出
席
の
も
と
で
総
括
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、賛
成
多
数
で
い
ず
れ
も
認
定
並
び
に
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
、十
二
月
十
四
日
の
本
会
議
で
、そ
の
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、関
係
機
関
の
連
携
体
制

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

活
力
あ
る
本
県
農
業
の
実

現
の
た
め
に
は
、農
地
中
間

管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地

の
集
積
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、関
連
事
業
の
実
施
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り

効
果
的
な
事
業
の
推
進
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

新
規
就
農
者
育
成
交
付
金

な
ど
支
援
制
度
の
利
用
促
進

に
努
め
、新
規
就
農
者
の
増

加
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

経
営
力
の
高
い
担
い
手
に
成

長
す
る
こ
と
が
、産
業
と
し

て
自
立
で
き
る
農
林
水
産
業

の
確
立
に
つ
な
が
る
た
め
、引

き
続
き
積
極
的
に
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

県
民
の
安
全
・
安
心
を
早

急
に
確
保
す
る
た
め
、土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を

可
能
な
限
り
迅
速
に
進
め
る

と
と
も
に
、優
先
順
位
を
付

け
、積
極
的
に
ハ
ー
ド
整
備
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、住
民
か
ら
要
望

の
多
い
市
町
の
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
は
県
費
補
助
金

の
増
額
や
繰
越
し
を
認
め
る

な
ど
、ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
制
度

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

広
島
空
港
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
は
、新
規
国
際
定
期
路

線
の
定
着
に
苦
慮
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、支
援
の
あ

り
方
を
十
分
検
証
す
る
必
要

雪
作
業
に
よ
る
摩
耗
を
防
ぐ

た
め
、実
施
時
期
を
調
整
さ

れ
た
い
。

　

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
数

が
好
調
に
推
移
す
る
中
、よ

り
高
み
を
目
指
し
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。ま
た
、Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

環
境
や
多
言
語
対
応
な
ど
外

国
人
観
光
客
の
受
入
環
境
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

神
楽
な
ど
観
光
資
源
の
積
極

的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

が
あ
る
。ま
た
、首
都
圏
で
の

広
報
の
拡
充
や
、ア
ク
セ
ス
強

化
に
向
け
た
軌
道
系
の
整
備

を
前
向
き
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。な
お
、昨
年
の
航
空

機
事
故
を
踏
ま
え
、よ
り
安

全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

損
害
賠
償
に
関
し
て
は
適
切

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚

園
、保
育
所
に
共
通
し
て
必

要
な
力
を
育
成
す
る
こ
と
を

基
本
に
、関
係
局
が
連
携
し

て
、ニ
ー
ズ
の
高
い
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
の
研
修
や
、子

供
が
外
で
遊
べ
る
環
境
の
充

実
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ

る
。ま
た
、幼
児
期
に
お
い
て

は
、忍
耐
力
や
社
会
性
な
ど

の
非
認
知
能
力
の
育
成
に
重

点
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
「
山
・
海
・
島
」体
験
活
動

ひ
ろ
し
ま
全
県
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、来
年
度
以
降

も
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ

う
、県
の
関
係
局
が
連
携
し

て
、市
町
等
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、民
泊
の
拡
大

や
教
員
の
体
験
活
動
に
関
す

る
研
修
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

信
号
機
や
道
路
標
示
な

ど
の
交
通
安
全
施
設
に
つ
い

て
、必
要
な
予
算
を
確
保
し

て
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、災
害
時
の
停
電
に
対
応

可
能
な
防
災
対
応
型
信
号

機
の
積
極
的
な
整
備
が
必
要

で
あ
る
。な
お
、県
北
地
域
で

の
道
路
標
示
の
整
備
は
、除

　

中
山
間
地
域
の
産
業
対
策

に
係
る
未
来
創
造
計
画
の
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

等
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、県
か

ら
市
町
に
対
す
る
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、市
町
の
財
政
状

況
に
よ
り
、実
施
状
況
に
格

差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

中
期
財
政
健
全
化
計
画
の

目
標
を
上
回
る
実
質
的
県
債

残
高
の
縮
減
な
ど
、本
県
の

財
政
状
況
が
改
善
し
て
い
る

た
め
、今
後
も
経
済
成
長
を

持
続
さ
せ
、安
定
的
な
県
税

収
入
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ

う
、県
勢
発
展
の
た
め
の
投

資
に
も
配
慮
し
た
財
政
運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

少
子
化
対
策
及
び
子
育
て

支
援
に
は
、乳
幼
児
医
療
費

公
費
負
担
事
業
の
対
象
年
齢

の
段
階
的
な
引
き
上
げ
や
、

不
妊
治
療
支
援
事
業
の
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
制

度
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、一
時
保
育
な
ど
、家
庭

で
子
育
て
す
る
世
帯
へ
の
支

援
も
充
実
さ
れ
た
い
。

　

広
島
県「
み
ん
な
で
減
災
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、自
主
防
災

組
織
と
行
政
の
連
携
体
制
の

強
化
や
事
業
者
の
参
画
の
促

進
な
ど
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。ま
た
、高
齢
者
施
設

等
で
の
円
滑
な
避
難
に
向
け

て
、地
域
の
支
援
を
得
ら
れ

一般会計・特別会計決算の状況決算特別委員会名簿 （単位：百万円）

区分
歳入額

歳出額

歳入歳出差引額（A）

翌年度に繰り越すべき財源（B）

実質収支額（C）＝（A）-（B）

前年度実質収支額（D）

単年度収支額（E）＝（C）-（D）

一般会計 特別会計 合計
1,350,480

1,338,646

11,834

4,112

7,722

9,309

△ 1,587

347,560

342,033

5,527

64

5,463

5,310

153

1,002,920

996,613

6,307

4,048

2,259

3,999

△ 1,740

企業会計決算の状況 （単位：百万円）

区分 収入（総収益）支出（総費用） 純利益
病院事業会計

工業用水道事業会計

土地造成事業会計

水道用水供給事業会計

△ 947

173

△ 150

2,126

25,403

2,488

4,690

9,117

24,456

2,661

4,540

11,243

委 員 長 　 東 　 保 幸
副委員長  松 浦 幸 男
副委員長  窪 田 泰 久
委　　員  石橋林太郎
委　　員  畑 石 顕 司
委　　員  西 本 博 之
委　　員  尾 熊 良 一
委　　員  大 島 昭 彦
委　　員  桑 木 良 典
委　　員  山 下 智 之
委　　員  宮 本 新 八
委　　員  宮 　 政 利
委　　員  佐々木弘司
委　　員  辻 　 恒 雄
委　　員  岡 﨑 哲 夫
委　　員  平 田 修 己

16人

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
様
々
な

人
材
が
集
い
、産
学
金
官
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、次
々

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
た
め
の
常
設
の
場
を
設
置
。

理
化
学
研
究
所
の
移
転
促
進
　
　
　
　   

一
億
三
千
三
百
万
円

競
争
力
の
あ
る
県
産
和
牛
の
生
産
体
制
の
構
築  

八
千
六
百
万
円

地
域
漁
業
の
拠
点
施
設
の
整
備
　
　
　
　  

　 

三
千
五
百
万
円

中
小
企
業
の
製
品
開
発
を
支
え
る

研
究
施
設
の
機
能
強
化

千
八
百
万
円

平
成
二
十
八
年
度
広
島
県
補
正
予
算

　

九
月
補
正
予
算
編
成
後
の
状
況
変
化
等
を
踏
ま
え
、総
額
二
十

四
億
一
千
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が
集
ま
る

常
設
の
場
の
整
備

四
千
五
百
万
円

お  

知  

ら  

せ

●
点
字
版
・
音
声
版

　

視
覚
障
害
者
の
方
へ「
点
字
版
」と

「
音
声
版（
テ
ー
プ
版
・
デ
イ
ジ
ー
版
）」の

「
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　
　
　
　

〇
八
二-

五
一
三-

四
七
四
三

　

本
会
議
の
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

開
催
日
に
、議
会
棟

一
階
の
受
付
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

受
付
／
午
前
九
時
〜

先
着
順
に
五
十
名
ま

で（
議
場
へ
の
入
場
／

開
会
の
二
十
分
前
〜
）

　

本
会
議
の
傍
聴
の
際
、手
話
通
訳
者
を

手
配
で
き
ま
す（
原
則
五
日
前
ま
で
の
事

前
申
込
必
要
）。ま
た
、乳
幼
児
等
を
同
伴

の
方
は
、親
子
傍
聴
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

●
本
会
議
の
傍
聴

【
問
合
せ
】県
議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
　
　

〇
八
二-

五
一
三-

四
七
三
二

検索検索さとやま未来博

　

十
二
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
広
島
県

議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関

す
る
条
例
」を
議
員
提
案
し
、可
決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、平
成
三
十
一
年
の
広

島
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、候
補
者
の
氏
名
、経

歴
、政
見
、写
真
等
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
公
報
は
候
補
者
が
一
覧
で
掲
載
さ
れ
、政

見
等
を
比
較
で
き
ま
す
の
で
、自
分
の
選
挙
区
の

候
補
者
を
知
り
、投
票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

表彰

四
十
年
表
彰

奥
原
信
也

（
呉
市
／
自
民
議
連
）

二
十
五
年
表
彰

犬
童
英
徳

（
呉
市
／
民
主
県
政
会
）

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

か
ら
次
の
議
員
が
自
治
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日
、崇
徳
高
校
新
聞
部
が
県
議
会
を

訪
れ
、本
会
議
傍
聴
後
、議
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
県
議
会
議
員
に
な
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
」と
い
っ
た
、高
校
生

ら
し
い
疑
問
や
、教
育
、平
和
問
題
と
い
っ
た
県
が

当
面
す
る
課
題
な
ど
、幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

取
材
内
容
は
後
日
、崇
徳
学
園
新
聞
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

崇
徳
高
校
新
聞
部
の

取
材
を
受
け
ま
し
た

　

委
員
会
の
審
議
状

況
を
、議
会
棟
一
階
の

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で

傍
聴
で
き
ま
す
。

受
付
／
委
員
会
開
催

の
一
時
間
前
〜
定
員

三
十
六
名（
希
望
者
多

数
の
場
合
抽
選
）

●
委
員
会
の

　
モ
ニ
タ
ー
傍
聴

本
会
議
、委
員
会
の
開
催
日
時
は
、

決
定
さ
れ
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
会
議
等
の
行
事
の
な
い
日
は
、本
会

議
場
の
団
体
見
学
が
で
き
ま
す
。

午
前
九
時
〜
十
一
時
半
、午
後
一
時
〜
五
時

（
土
・
日
、祝
日
等
を
除
く
）

●
本
会
議
場
の
団
体
見
学

【
問
合
せ
】県
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　

〇
八
二
‐
五
一
三
‐
四
七
二
三

【
10
・
11
月
の
見
学
団
体
】

広
島
県
立
広
島
特
別
支
援
学
校

広
島
市
立
戸
坂
城
山
小
学
校

東
広
島
市
立
八
本
松
小
学
校

（
総
括
審
査
の
模
様
は
、県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

「ひろしま県議会だより」は、県の施設、市町窓口、県内の主なコンビニエンスストアなどでも配布しています。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。

前号から読みやすい書体へ変更しています。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。

〒730‐8509 広島市中区基町10‐52
広島県議会事務局 政策調査課

あて先

082-222-9600 gikaichousa@pref.hiroshima.lg.jpFAX ＭＡＩＬ

082-513-4743TEL



ひろしま県議会だより 平成29（2017）年1月9日

　市町が個別に運営し
ている国民健康保険に
ついて、国民皆保険制
度を維持するため、都
道府県が国保財政の運
営主体となり、市町村
からの納付金によって
運営する仕組みとなる。

用語
解説

　正規社員とパートな
どの非正規社員の待遇
格差や長時間労働の解
消などを通じて働きや
すい環境を整え、少子高
齢社会でも持続的な経
済成長を維持するため
の取り組み。

働き方改革
用語
解説

　安芸区矢野町と呉市安
浦町を結ぶ主要な幹線道
路。現在（仮称）熊野バイパ
ス（約４㎞）の整備等を進
めており、熊野町の川角交
差点から県道瀬野呉線ま
での約１．１㎞は平成32年
度の完成を目指している。

主要地方道
矢野安浦線

用語
解説

　運転免許センターへ
配置する看護師など専
門知識をもつ職員。認知
症など高齢ドライバー
の安全運転に係る不安
への相談対応や課題解
決を担い、既に他県では
効果を上げている。

医療系専門職員
用語
解説

公明党
石津正啓 議員
〈福山市〉

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加
と
認

知
症
に
起
因
す
る
事
故
の
現
状

認
識
と
、そ
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、免
許
更
新
に
お
け

る
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
そ

の
強
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問
現
在
、医
療
系
専
門
職
員
の
配

置
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て

お
り
、免
許
更
新
時
の
認
知
機
能
検

査
と
検
査
結
果
に
応
じ
た
高
齢
者
講

習
に
よ
り
、安
全
運
転
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
ほ

か
、自
動
車
の
運
転
に
不
安
を
有
す

る
高
齢
者
等
が
自
主
的
に
運
転
免
許

を
返
納
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進

め
、関
係
機
関
・
団
体
と
も
連
携
し
、

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

答 問
米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
に
続

き
、新
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
が

広
島
を
訪
問
し
被
爆
の
実
相
に
触
れ

れ
ば
、核
廃
絶
へ
向
け
て
世
界
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
が
、実
現

に
向
け
た
知
事
の
決
意
を
伺
う
。

答
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
国
大
統
領
の

被
爆
地
訪
問
が
実
現
し
、核
兵

器
廃
絶
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
れ

ば
、核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
に
向

け
て
世
界
に
大
き
な
希
望
を
与
え
ら

れ
る
た
め
、核
兵
器
廃
絶
に
積
極
的

に
取
り
組
む
た
め
に
も
、大
統
領
就

任
後
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
被
爆

地
を
訪
問
さ
れ
、核
兵
器
の
破
壊
の

現
実
と
被
爆
の
実
相
に
触
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

　入札において、応札者
がいないため落札者が
決まらない、あるいは、
予定価格の範囲内での
応札がないため、入札を
終了させること。今回の
事案は後者。

入札不調
用語
解説

広志会
城戸常太 議員
〈呉市〉

問
広
島
市
が
整
備
を
行
う
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
は
、県
・

市
共
同
事
業
で
、県
が
経
費
を
半
分

負
担
す
る
。こ
の
学
校
の
校
舎
建
設

費
は
、広
島
市
が
行
っ
た
入
札
不
調

に
よ
り
、九
月
議
会
で
約
二
億
二
千

万
円
の
補
正
予
算
案
が
出
さ
れ
、我

が
会
派
は
反
対
し
た
が
、予
算
は
可

決
さ
れ
た
。一
回
目
の
入
札
と
補
正

後
の
入
札
の
予
定
価
格
を
比
較
す
る

と
、杭
、鉄
骨
な
ど
全
項
目
で
差
が
生

じ
て
い
る
が
、当
初
の
積
算
は
正
し

か
っ
た
の
か
。ま
た
、再
設
計
し
た
額

よ
り
二
億
円
以
上
低
い
額
で
落
札
さ

れ
、入
札
で
生
じ
た
予
算
と
の
差
額

は
、県
と
し
て
執
行
せ
ず
、不
用
に
な

る
と
考
え
る
が
、併
せ
て
伺
う
。

　飼い主、事業者、ボラ
ンティア、NPO、行政等
が一体となり、飼い主
責任の徹底や適正な譲
渡の推進などにより、犬
や猫の殺処分を可能な
限り減らし、最終的に
ゼロを目指すこと。

殺処分ゼロ
用語
解説

　1913年に軍服など
を製造・保管する施設
として現在の広島市南
区に竣工。軍都広島の
面影をとどめる軍需工
場であり、これほどの規
模で現存する場所は全
国的に少ない。 

旧広島陸軍
被服支廠

用語
解説

　これまでの発想や手法
にとらわれず、新しいアイ
デアで、モノや情報、仕組
み等を組み合わせ、新たな
価値を創造すること。ひろ
しま未来チャレンジビジョ
ンの重要な視点のひとつ
として取り組んでいる。

イノベーション
用語
解説

12
月
8
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

12
月
8
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

　犯罪や非行の前歴の
ある人を雇用し、更生に
協力する民間の事業主。
来年度から、建設工事
等の入札参加資格にお
いて、協力雇用主が優位
に扱われる制度が運用
される。

協力雇用主
用語
解説

自民議連
宮崎康則 議員
〈広島市佐伯区〉

問答
五
日
市
の
産
業
廃
棄
物
処
分

場
跡
地
に
、地
域
住
民
の
声
を

踏
ま
え
て
野
球
等
が
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
早
期
に
整
備
し
て
ほ
し
い
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
、い
つ

ご
ろ
整
備
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。

問
本
格
的
な
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、港
湾
計
画
改
訂
の
検
討

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、広
島
市
や

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、具
体
的

な
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し

て
い
く
。本
格
的
な
施
設
整
備
ま
で

の
間
、多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

利
用
を
望
む
地
元
の
要
請
に
応
え
る

た
め
、広
島
市
と
管
理
運
営
面
で
の

調
整
を
進
め
て
お
り
、で
き
る
だ
け

早
期
に
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

答 再
犯
防
止
に
向
け
た

就
労
支
援
等

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
の
校
舎
建
設
に
係
る

入
札

核
廃
絶
に
向
け
た
政
治

指
導
者
の
広
島
訪
問

県
・
広
島
市
共
同
事
業
の

責
任
の
所
在

働
き
方
改
革
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み

国
民
健
康
保
険
の

県
単
位
化
の
課
題

少
年
の
再
非
行
・
再
犯
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、社
会
的
な
自

立
に
向
け
た
就
労
支
援
と
と
も
に
、

受
け
皿
と
な
る
協
力
雇
用
主
の
登
録

数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
が
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

非
行
や
罪
を
犯
し
た
少
年
の

就
職
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、採
用
の
前
に
実
際
の
職
場
で

の
就
労
体
験
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、就
労
支

援
と
協
力
雇
用
主
の
増
加
に
向
け

て
、国
や
更
生
保
護
団
体
等
と
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
就
労
体
験
事
業
を

検
討
し
て
い
る
。今
後
と
も
、再
犯
率

の
減
少
に
つ
な
が
る
無
職
者
の
解
消

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

12
月
8
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民会
平本 徹 議員
〈安芸郡〉

12
月
7
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
西村克典 議員
〈広島市安芸区〉

12
月
7
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
三好良治 議員
〈福山市〉

12
月
7
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
に
寄
与

す
る
東
広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス

の
完
成
時
期
及
び
前
倒
し
に
つ
い
て

伺
う
。ま
た
、主
要
地
方
道
矢
野
安
浦

線
の
進
捗
状
況
、完
成
時
期
及
び
前

倒
し
に
つ
い
て
伺
う
。

問
一
般
国
道
二
号
東
広
島
・
安
芸

バ
イ
パ
ス
は
国
が
高
架
道
路
等

の
工
事
を
進
め
て
お
り
、早
期
完
成
に

向
け
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

矢
野
安
浦
線
は
川
角
交
差
点
か
ら

西
側
約
一・
一
㎞
区
間
で
事
業
を
行
っ

て
お
り
、平
成
三
十
二
年
度
の
供
用
に

向
け
、用
地
買
収
や
工
事
を
推
進
し
て

い
る
。続
く
一・三
㎞
区
間
も
事
業
着
手

に
向
け
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。今
後

と
も
、空
港
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
る
。

答 問
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
、広
島

市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差

事
業
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
整
備

の
責
任
の
所
在
は
県
な
の
か
広
島
市

な
の
か
。県
と
広
島
市
が
共
同
事
業

を
行
う
場
合
、責
任
の
所
在
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。責
任
の
所
在
に
対

し
て
の
考
え
方
、及
び
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
現
時

点
で
決
定
し
て
い
な
い
。東
部

連
立
事
業
は
広
島
市
域
は
広
島
市
、

府
中
町
・
海
田
町
域
は
広
島
県
が
施

行
者
。フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
の
設

置
者
は
広
島
市
で
あ
る
。今
後
と
も

広
島
市
と
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、各
々
が
果
た
す
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
な
が
ら
密
接
に
連

携
・
協
力
し
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

県
全
体
の
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
に
は
経
済
を

裾
野
で
支
え
る
中
小
企
業
へ
の
研
究

開
発
支
援
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考

え
る
が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ど
の

よ
う
な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
。

問
中
小
企
業
が
持
続
的
に
発
展

す
る
に
は
付
加
価
値
の
高
い
製

品
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

県
で
は
技
術
指
導
や
依
頼
試
験
の
ほ

か
、資
金
支
援
や
人
材
育
成
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
成
果
と
し
て

は
、医
療
関
連
分
野
で
は
、む
く
み
対

策
効
果
の
あ
る
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

や
金
属
加
工
技
術
を
応
用
し
た
治
療

用
機
器
な
ど
市
場
投
入
案
件
が
生
ま

れ
て
き
て
お
り
、今
後
も
研
究
開
発

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
中
小
企
業
へ
の
支
援

問
国
と
県
の
働
き
方
改
革
の
ね

ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。ま

た
、県
は
ど
の
よ
う
な
支
援
に
よ
っ

て
県
内
企
業
の
取
り
組
み
を
促
進

し
、働
く
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
両

立
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答
国
は
一
億
総
活
躍
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
働
き
方
改
革
を
位
置
付
け
、社
会

保
障
制
度
や
税
制
を
含
め
、女
性
や

若
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。県
で
は
豊

か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要

な
施
策
と
位
置
付
け
、長
時
間
労
働

の
削
減
や
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ

な
い
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
向

け
、機
運
の
醸
成
や
企
業
へ
の
働
き
か

け
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答
空
港
運
営
を
引
き
継
ぐ
事
業
者

の
選
定
に
向
け
て
、積
極
的
な

提
案
を
引
き
出
す
た
め
、ど
の
よ
う
な

点
を
重
視
し
、今
後
の
議
論
に
お
い
て

県
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
く
の
か
。

問
空
港
経
営
改
革
を
導
入
し
た
場

合
、空
港
ア
ク
セ
ス
の
改
善
や

旅
行
需
要
の
創
出
等
に
向
け
、新
た
な

空
港
運
営
事
業
者
か
ら
積
極
的
な
提

案
を
引
き
出
す
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。県
は
空
港
ア
ク
セ
ス
の
改
善

や
運
用
時
間
の
延
長
な
ど
の
周
辺
環

境
の
整
備
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、地

元
関
係
者
や
事
業
者
へ
の
積
極
的
な

情
報
発
信
に
取
り
組
み
、空
港
の
活
性

化
に
向
け
て
国
と
連
携
し
つ
つ
、県
が

主
導
的
に
空
港
経
営
改
革
を
進
め
る
。

答
平
成
三
十
年
度
か
ら
の
国
民
健

康
保
険
の
県
単
位
化
に
向
け
た

課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
お
り
、ま
た
、国
保
運
営
に
関
す
る

精
緻
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と

す
る
方
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

保
険
料
の
負
担
の
公
平
性
の
確

保
と
医
療
費
水
準
の
適
正
化
が

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、当
面

は
、標
準
保
険
料
の
算
定
に
お
い
て
市

町
の
収
納
率
の
格
差
を
反
映
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
、全

て
の
県
民
が
自
ら
健
康
増
進
を
図
る

と
と
も
に
、県
内
ど
こ
で
も
安
心
し
て

良
質
か
つ
適
正
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、市
町
と
十

分
な
協
議
を
通
じ
て
諸
課
題
を
共
有

し
、対
応
方
策
を
検
討
す
る
。 

自民議連
緒方直之 議員
〈広島市東区〉

問答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
作
成

を
、広
島
県
の
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
す
る
Ｐ
Ｒ
戦
略
の
一
環
と
し
て
県

が
率
先
し
て
行
い
、県
内
市
町
に
も

拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る

が
、所
見
を
伺
う
。

問
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
非
常
に
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
し
て
お
り
、

特
に
若
年
層
に
向
け
た
戦
略
的
な
情

報
発
信
の
た
め
の
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
県
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、目

的
や
効
果
等
を
し
っ
か
り
把
握
し
た

う
え
で
、ス
タ
ン
プ
の
利
用
も
含
め

て
、検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答 Ｐ
Ｒ
戦
略
と
し
て
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
作
成

人
や
資
金
、情
報
の
集
積
が
進

み
、持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
創
出
さ
れ
る
常
設
の
場
の
設
置

に
つ
い
て
、具
体
的
な
概
要
と
事
業
に

か
け
る
知
事
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

活
発
な
交
流
を
促
進
す
る
立

地
環
境
と
す
る
た
め
、多
く
の

人
が
参
集
で
き
る
交
通
至
便
な
場
所

に
す
る
と
と
も
に
、施
設
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、土
日
祝
日
を
含
め
、

よ
り
多
く
の
方
が
利
用
し
や
す
い
開

業
時
間
を
検
討
す
る
。さ
ら
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
配
置
し
て
個
別
相
談

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
う
な
ど
、新

た
な
つ
な
が
り
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
好
循
環
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、全

力
で
取
り
組
む
。 

12
月
9
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
犬童英徳 議員
〈呉市〉

12
月
9
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
伊藤真由美 議員
〈安芸郡〉

12
月
9
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

県政に関する質問から（本会議における質問・答弁）
　本会議では、3日間にわたって9人の議員が一般質問を行い、県政が直面する諸課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。
　紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しています。その他の質問も、県議会ホームページの「インターネット中継」でご覧いただけます。

空
港
運
営
に
係
る

事
業
者
か
ら
の
提
案

空
港
ア
ク
セ
ス
の

改
善
に
つ
い
て

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の

役
割
強
化
等
に
つ
い
て

五
日
市
埋
立
地
へ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

問
事
故
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
を

鑑
み
、東
広
島
・
呉
自
動
車
道

の
阿
賀
Ｉ
Ｃ
出
入
口
付
近
、先
小
倉

交
差
点
の
早
期
の
立
体
化
を
求
め
る

が
、所
見
を
伺
う
。

問
国
に
お
い
て
は
、現
在
の
交
通
状

況
を
踏
ま
え
て
、ま
ず
は
呉
方

面
の
出
入
口
の
早
期
完
成
を
目
指
す

こ
と
と
し
、年
度
内
の
工
事
発
注
に
向

け
て
準
備
し
て
い
る
。広
方
面
の
出
口

の
整
備
に
つ
い
て
は
、完
成
後
の
交
通

量
な
ど
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。県
と
し
て
は
、そ

の
整
備
に
つ
い
て
国
と
調
整
し
て
い
く

と
と
も
に
、先
小
倉
交
差
点
の
立
体
化

の
早
期
完
成
に
向
け
て
、引
き
続
き
、

国
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。 

答
広
島
市
内
に
は
多
く
の
被
爆

建
物
が
あ
る
が
、必
ず
し
も
十

分
な
保
存
状
態
で
は
な
い
。近
年
、赤

煉
瓦
の
旧
陸
軍
被
服
支
廠
の
保
存
を

求
め
る
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

平
和
の
メ
ッ
カ
・
平
和
学
習
の
広
島

を
さ
ら
に
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
も
、部
分
的
な
保
存
も
含
め
、方

向
性
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
旧
陸
軍
被
服
支
廠
は
、被
爆
の

痕
跡
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重

な
建
物
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、施
設
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら

保
存
活
用
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。部
分
的
保

存
も
含
め
、引
き
続
き
、関
係
者
か
ら

幅
広
く
意
見
を
伺
い
、保
存
活
用
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

先
小
倉
交
差
点
立
体
化

の
早
期
着
工
に
つ
い
て

旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠

等
の
被
爆
建
物
の
保
存

に
つ
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が

集
ま
る
常
設
の
場
の
設
置

12月12日開催常任委員会の動き
補
正
予
算
一
件
、条
例
案
四
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

新
規
付
託
の
請
願
一
件　

採
択

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員

の
不
適
切
な
医
療
行
為
な
ど

【その他】

主
な
質
疑
事
項

◆
国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
つ
い

て
は
、財
政
運
営
の
安
定
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、財
政
支
援
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
。

　

ま
た
、県
民
に
検
討
状
況
等
の
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、適
切
に
議
会
に

報
告
し
、幅
広
い
意
見
を
反
映
し
た
検

討
を
行
う
こ
と
。

◆
男
性
や
経
営
者
な
ど
の
意
識
改
革
を

進
め
る
と
と
も
に
、企
業
の
実
態
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、働
き
方
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、女
性
の
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
未
婚
化
、晩
婚
化
な
ど
の
原
因
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、女
性
の
活
躍
推
進

施
策
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、少

子
化
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

補
正
予
算
二
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
七
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
四
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

新
規
付
託
の
請
願
二
件　

不
採
択

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

◆
道
路
の
り
面
の
対
策
工
事
を
確
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。ま
た
、防

災
・
減
災
対
策
に
係
る
工
事
に
つ
い
て

も
、早
期
の
進
捗
を
図
り
県
民
の
安
全

確
保
に
着
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

◆
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、近
年
の
水
需

要
の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
、現
状
に
あ

わ
せ
た
基
本
水
量
と
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
水
道
施
設
の
整
備
・
改
修
に
つ

い
て
も
、適
切
な
規
模
で
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
。

◆
広
島
空
港
の
経
営
改
革
に
際
し
て
は
、

事
業
者
選
定
に
お
い
て
地
元
企
業
の

参
画
に
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
こ
と
。

　

ま
た
、空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
完
成
時
期
を
示
す
と

と
も
に
、空
港
の
運
用
時
間
延
長
に
係

る
考
え
方
を
明
確
に
さ
れ
た
い
こ
と
。

主
な
質
疑
事
項

◆
研
究
成
果
を
地
域
企
業
へ
技
術
移
転

す
る
こ
と
に
加
え
、医
工
連
携
や
新
産

業
創
出
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、理
化
学

研
究
所
誘
致
に
よ
る
効
果
が
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
波
及
す
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
こ
と
。

◆
総
合
技
術
研
究
所
が
、県
内
企
業
や

農
林
水
産
事
業
者
の
支
援
と
い
う
使

命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、今
後
も

施
設
・
設
備
や
機
器
の
機
能
強
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、技
術
革
新
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
広
島
西
飛
行
場
跡
地
の
活
用
に
必
要

な
施
設
・
設
備
に
関
し
、円
滑
な
民
間

活
力
の
導
入
を
目
指
す
と
と
も
に
、跡

地
周
辺
も
含
め
た
に
ぎ
わ
い
創
出
・
経

済
発
展
を
視
点
に
取
り
組
ま
れ
た
い

こ
と
。

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

◆
高
齢
運
転
者
対
策
の
強
化
が
実
施
さ

れ
る
、平
成
二
十
九
年
三
月
の
改
正

道
路
交
通
法
の
施
行
に
つ
い
て
、県

民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、高
齢
運

転
者
に
よ
る
重
大
事
故
の
減
少
に
努

め
ら
れ
た
い
こ
と
。

◆
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

様
々
な
人
材
が
集
ま
る「
常
設
の
場
」

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、施
設
の
有

効
活
用
や
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

な
ど
相
談
・
支
援
機
能
を
強
化
す
る

な
ど
、経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

　

ま
た
、県
内
外
の
同
様
の
取
り
組
み

と
連
携
し
、本
事
業
を
利
用
す
る
人

材
等
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
よ
う
考
慮
さ
れ
た
い
こ
と
。

◆
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
三
原
工
場
の
閉

鎖
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、本
県
経
済

へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、雇
用
問
題
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

文
教
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

総
務
委
員
会

警
察・商
工
労
働
委
員
会

建
設
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

国民健康保険
の県単位化

県
政
運
営
の
基
本
方
針
の
策
定
の

考
え
方
な
ど

【その他】

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
係
る
今
後
の
発
効
へ

向
け
た
手
続
と
米
国
離
脱
の
場
合
の

影
響
な
ど

【その他】

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
校
の
設

置
趣
旨
の
明
確
化
や
校
舎
の
あ
り

方
な
ど
に
関
す
る
議
会
の
意
見
の

尊
重
な
ど

【その他】

◆
漁
業
用
給
油
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、計
画
的
な
老
朽
化
・
長
寿
命
化

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、県
東
部

地
域
に
お
け
る
地
域
漁
業
の
持
続
的
な

発
展
に
つ
な
が
る
漁
業
振
興
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
飼
料
確
保
対
策
に
よ
り
県
産
和
牛
の
低

コ
ス
ト
生
産
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、畜

産
農
家
の
経
営
体
質
の
強
化
と
、競
争

力
の
あ
る
生
産
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ

る
よ
う
、取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
緑
化
セ
ン
タ
ー
及
び
緑
化
植
物
公
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定
と
広
島
市
森
林

公
園
と
の
共
同
管
理
に
当
た
っ
て
は
、

「
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
」の
認
知
度
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、利
用
者
数
の
増

加
、満
足
度
向
上
の
た
め
、積
極
的
に
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
正
規
職
員
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

教
職
員
給
与
の
見
直
し
に
関
し
て
、非

常
勤
職
員
の
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
広
島
版「
学
び
の
変
革
」の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、児
童
生
徒
の
知
的
好
奇

心
を
高
め
る
こ
と
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
全
県

に
広
げ
、県
全
体
の
教
育
水
準
の
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、基
礎
学
力
の
な
い
児
童
生
徒
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
府
中
町
立
中
学
校
生
徒
の
自
死
事
案

関
係
者
の
処
分
を
検
討
し
、処
分
が

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、対
応
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、校
長
に
権
限
が
集
中
し

て
い
る
中
で
の
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、検
討
さ
れ
た
い
こ
と
。

【その他】
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基
礎

調
査
の
方
法
と
現
場
に
即
し
た
丁
寧

な
調
査
の
実
施
な
ど

問
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
る

世
代
へ
の
体
系
的
な
学
び
直

し
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
活
動
に
対

す
る
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問
今
回
の
一
斉
改
選
で
は
、全
体

の
四
人
に
一
人
が
新
任
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、平
成
二
十
九
年
二

月
に
実
施
す
る
新
任
者
研
修
の
充
実

を
図
る
こ
と
や
、来
年
度
も
、社
会
福

祉
の
幅
広
い
知
識
の
習
得
に
向
け
て

更
な
る
研
修
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、活
動
費
は
来
年
度
か
ら
の

増
額
を
検
討
し
、国
に
も
財
政
措
置

の
充
実
を
引
き
続
き
要
望
す
る
な

ど
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
確
保
と

定
着
に
努
め
る
。

答
こ
れ
か
ら
も
確
実
に
犬
猫
の

殺
処
分
ゼ
ロ
を
維
持
し
て
い

く
に
は
、動
物
愛
護
の
精
神
を
将
来

に
渡
っ
て
県
民
に
伝
え
て
い
く
施
設

を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
環
境
整
備

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

早
期
整
備

答
現
在
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

は
、築
三
十
六
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
、ま
た
、犬
の
抑
留

を
優
先
し
た
施
設
構
造
と
な
っ
て
い

る
。収
容
頭
数
削
減
の
た
め
の
普
及

啓
発
や
返
還
及
び
譲
渡
が
促
進
で
き

る
施
設
機
能
へ
の
見
直
し
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、動
物
愛
護
の

普
及
啓
発
や
返
還
及
び
譲
渡
中
心
の

業
務
へ
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

見
直
し
に
合
わ
せ
た
施
設
の
あ
り
方

や
施
設
機
能
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
。

答
当
初
広
島
市
が
行
っ
た
入
札

で
は
、施
設
規
模
が
大
き
く
、

一
定
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
働
く

も
の
と
し
て
積
算
を
行
っ
た
と
、市

か
ら
説
明
を
受
け
た
。県
と
し
て
は
、

市
が
想
定
し
て
い
た
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
、結
果
的
に
過
大
な
見
込

み
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。今
回

の
建
築
工
事
は
、市
が
入
札
事
務
を

行
っ
た
が
、県
も
入
札
予
定
価
格
積

算
の
考
え
方
な
ど
を
事
前
に
確
認
す

る
こ
と
が
不
十
分
だ
っ
た
。

　

次
年
度
以
降
の
予
算
は
、今
回
の

建
築
工
事
及
び
今
後
入
札
を
予
定
し

て
い
る
設
備
工
事
に
係
る
契
約
額
等

の
合
計
を
計
上
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、債
務
負
担
行
為
限
度
額
と
次
年

度
以
降
の
予
算
額
と
の
差
額
は
不
用

と
な
る
。
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　市町が個別に運営し
ている国民健康保険に
ついて、国民皆保険制
度を維持するため、都
道府県が国保財政の運
営主体となり、市町村
からの納付金によって
運営する仕組みとなる。

用語
解説

　正規社員とパートな
どの非正規社員の待遇
格差や長時間労働の解
消などを通じて働きや
すい環境を整え、少子高
齢社会でも持続的な経
済成長を維持するため
の取り組み。

働き方改革
用語
解説

　安芸区矢野町と呉市安
浦町を結ぶ主要な幹線道
路。現在（仮称）熊野バイパ
ス（約４㎞）の整備等を進
めており、熊野町の川角交
差点から県道瀬野呉線ま
での約１．１㎞は平成32年
度の完成を目指している。

主要地方道
矢野安浦線

用語
解説

　運転免許センターへ
配置する看護師など専
門知識をもつ職員。認知
症など高齢ドライバー
の安全運転に係る不安
への相談対応や課題解
決を担い、既に他県では
効果を上げている。

医療系専門職員
用語
解説

公明党
石津正啓 議員
〈福山市〉

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加
と
認

知
症
に
起
因
す
る
事
故
の
現
状

認
識
と
、そ
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、免
許
更
新
に
お
け

る
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
そ

の
強
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問
現
在
、医
療
系
専
門
職
員
の
配

置
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て

お
り
、免
許
更
新
時
の
認
知
機
能
検

査
と
検
査
結
果
に
応
じ
た
高
齢
者
講

習
に
よ
り
、安
全
運
転
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
ほ

か
、自
動
車
の
運
転
に
不
安
を
有
す

る
高
齢
者
等
が
自
主
的
に
運
転
免
許

を
返
納
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
進

め
、関
係
機
関
・
団
体
と
も
連
携
し
、

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

答 問
米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
に
続

き
、新
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
が

広
島
を
訪
問
し
被
爆
の
実
相
に
触
れ

れ
ば
、核
廃
絶
へ
向
け
て
世
界
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
が
、実
現

に
向
け
た
知
事
の
決
意
を
伺
う
。

答
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
国
大
統
領
の

被
爆
地
訪
問
が
実
現
し
、核
兵

器
廃
絶
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
れ

ば
、核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
に
向

け
て
世
界
に
大
き
な
希
望
を
与
え
ら

れ
る
た
め
、核
兵
器
廃
絶
に
積
極
的

に
取
り
組
む
た
め
に
も
、大
統
領
就

任
後
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
被
爆

地
を
訪
問
さ
れ
、核
兵
器
の
破
壊
の

現
実
と
被
爆
の
実
相
に
触
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

　入札において、応札者
がいないため落札者が
決まらない、あるいは、
予定価格の範囲内での
応札がないため、入札を
終了させること。今回の
事案は後者。

入札不調
用語
解説

広志会
城戸常太 議員
〈呉市〉

問
広
島
市
が
整
備
を
行
う
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
は
、県
・

市
共
同
事
業
で
、県
が
経
費
を
半
分

負
担
す
る
。こ
の
学
校
の
校
舎
建
設

費
は
、広
島
市
が
行
っ
た
入
札
不
調

に
よ
り
、九
月
議
会
で
約
二
億
二
千

万
円
の
補
正
予
算
案
が
出
さ
れ
、我

が
会
派
は
反
対
し
た
が
、予
算
は
可

決
さ
れ
た
。一
回
目
の
入
札
と
補
正

後
の
入
札
の
予
定
価
格
を
比
較
す
る

と
、杭
、鉄
骨
な
ど
全
項
目
で
差
が
生

じ
て
い
る
が
、当
初
の
積
算
は
正
し

か
っ
た
の
か
。ま
た
、再
設
計
し
た
額

よ
り
二
億
円
以
上
低
い
額
で
落
札
さ

れ
、入
札
で
生
じ
た
予
算
と
の
差
額

は
、県
と
し
て
執
行
せ
ず
、不
用
に
な

る
と
考
え
る
が
、併
せ
て
伺
う
。

　飼い主、事業者、ボラ
ンティア、NPO、行政等
が一体となり、飼い主
責任の徹底や適正な譲
渡の推進などにより、犬
や猫の殺処分を可能な
限り減らし、最終的に
ゼロを目指すこと。

殺処分ゼロ
用語
解説

　1913年に軍服など
を製造・保管する施設
として現在の広島市南
区に竣工。軍都広島の
面影をとどめる軍需工
場であり、これほどの規
模で現存する場所は全
国的に少ない。 

旧広島陸軍
被服支廠

用語
解説

　これまでの発想や手法
にとらわれず、新しいアイ
デアで、モノや情報、仕組
み等を組み合わせ、新たな
価値を創造すること。ひろ
しま未来チャレンジビジョ
ンの重要な視点のひとつ
として取り組んでいる。

イノベーション
用語
解説

12
月
8
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

12
月
8
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

　犯罪や非行の前歴の
ある人を雇用し、更生に
協力する民間の事業主。
来年度から、建設工事
等の入札参加資格にお
いて、協力雇用主が優位
に扱われる制度が運用
される。

協力雇用主
用語
解説

自民議連
宮崎康則 議員
〈広島市佐伯区〉

問答
五
日
市
の
産
業
廃
棄
物
処
分

場
跡
地
に
、地
域
住
民
の
声
を

踏
ま
え
て
野
球
等
が
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
早
期
に
整
備
し
て
ほ
し
い
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
、い
つ

ご
ろ
整
備
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。

問
本
格
的
な
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、港
湾
計
画
改
訂
の
検
討

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、広
島
市
や

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、具
体
的

な
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し

て
い
く
。本
格
的
な
施
設
整
備
ま
で

の
間
、多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

利
用
を
望
む
地
元
の
要
請
に
応
え
る

た
め
、広
島
市
と
管
理
運
営
面
で
の

調
整
を
進
め
て
お
り
、で
き
る
だ
け

早
期
に
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

答 再
犯
防
止
に
向
け
た

就
労
支
援
等

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
の
校
舎
建
設
に
係
る

入
札

核
廃
絶
に
向
け
た
政
治

指
導
者
の
広
島
訪
問

県
・
広
島
市
共
同
事
業
の

責
任
の
所
在

働
き
方
改
革
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み

国
民
健
康
保
険
の

県
単
位
化
の
課
題

少
年
の
再
非
行
・
再
犯
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、社
会
的
な
自

立
に
向
け
た
就
労
支
援
と
と
も
に
、

受
け
皿
と
な
る
協
力
雇
用
主
の
登
録

数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
が
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

非
行
や
罪
を
犯
し
た
少
年
の

就
職
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、採
用
の
前
に
実
際
の
職
場
で

の
就
労
体
験
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、就
労
支

援
と
協
力
雇
用
主
の
増
加
に
向
け

て
、国
や
更
生
保
護
団
体
等
と
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
就
労
体
験
事
業
を

検
討
し
て
い
る
。今
後
と
も
、再
犯
率

の
減
少
に
つ
な
が
る
無
職
者
の
解
消

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

12
月
8
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民会
平本 徹 議員
〈安芸郡〉

12
月
7
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
西村克典 議員
〈広島市安芸区〉

12
月
7
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
三好良治 議員
〈福山市〉

12
月
7
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
に
寄
与

す
る
東
広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス

の
完
成
時
期
及
び
前
倒
し
に
つ
い
て

伺
う
。ま
た
、主
要
地
方
道
矢
野
安
浦

線
の
進
捗
状
況
、完
成
時
期
及
び
前

倒
し
に
つ
い
て
伺
う
。

問
一
般
国
道
二
号
東
広
島
・
安
芸

バ
イ
パ
ス
は
国
が
高
架
道
路
等

の
工
事
を
進
め
て
お
り
、早
期
完
成
に

向
け
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

矢
野
安
浦
線
は
川
角
交
差
点
か
ら

西
側
約
一・
一
㎞
区
間
で
事
業
を
行
っ

て
お
り
、平
成
三
十
二
年
度
の
供
用
に

向
け
、用
地
買
収
や
工
事
を
推
進
し
て

い
る
。続
く
一・三
㎞
区
間
も
事
業
着
手

に
向
け
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。今
後

と
も
、空
港
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
る
。

答 問
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
、広
島

市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差

事
業
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
整
備

の
責
任
の
所
在
は
県
な
の
か
広
島
市

な
の
か
。県
と
広
島
市
が
共
同
事
業

を
行
う
場
合
、責
任
の
所
在
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。責
任
の
所
在
に
対

し
て
の
考
え
方
、及
び
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
現
時

点
で
決
定
し
て
い
な
い
。東
部

連
立
事
業
は
広
島
市
域
は
広
島
市
、

府
中
町
・
海
田
町
域
は
広
島
県
が
施

行
者
。フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
の
設

置
者
は
広
島
市
で
あ
る
。今
後
と
も

広
島
市
と
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、各
々
が
果
た
す
役
割
と
責

任
を
明
確
に
し
な
が
ら
密
接
に
連

携
・
協
力
し
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

県
全
体
の
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
に
は
経
済
を

裾
野
で
支
え
る
中
小
企
業
へ
の
研
究

開
発
支
援
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考

え
る
が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ど
の

よ
う
な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
。

問
中
小
企
業
が
持
続
的
に
発
展

す
る
に
は
付
加
価
値
の
高
い
製

品
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

県
で
は
技
術
指
導
や
依
頼
試
験
の
ほ

か
、資
金
支
援
や
人
材
育
成
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
成
果
と
し
て

は
、医
療
関
連
分
野
で
は
、む
く
み
対

策
効
果
の
あ
る
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

や
金
属
加
工
技
術
を
応
用
し
た
治
療

用
機
器
な
ど
市
場
投
入
案
件
が
生
ま

れ
て
き
て
お
り
、今
後
も
研
究
開
発

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
中
小
企
業
へ
の
支
援

問
国
と
県
の
働
き
方
改
革
の
ね

ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。ま

た
、県
は
ど
の
よ
う
な
支
援
に
よ
っ

て
県
内
企
業
の
取
り
組
み
を
促
進

し
、働
く
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
両

立
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答
国
は
一
億
総
活
躍
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
働
き
方
改
革
を
位
置
付
け
、社
会

保
障
制
度
や
税
制
を
含
め
、女
性
や

若
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。県
で
は
豊

か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要

な
施
策
と
位
置
付
け
、長
時
間
労
働

の
削
減
や
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ

な
い
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
向

け
、機
運
の
醸
成
や
企
業
へ
の
働
き
か

け
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答
空
港
運
営
を
引
き
継
ぐ
事
業
者

の
選
定
に
向
け
て
、積
極
的
な

提
案
を
引
き
出
す
た
め
、ど
の
よ
う
な

点
を
重
視
し
、今
後
の
議
論
に
お
い
て

県
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
く
の
か
。

問
空
港
経
営
改
革
を
導
入
し
た
場

合
、空
港
ア
ク
セ
ス
の
改
善
や

旅
行
需
要
の
創
出
等
に
向
け
、新
た
な

空
港
運
営
事
業
者
か
ら
積
極
的
な
提

案
を
引
き
出
す
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。県
は
空
港
ア
ク
セ
ス
の
改
善

や
運
用
時
間
の
延
長
な
ど
の
周
辺
環

境
の
整
備
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、地

元
関
係
者
や
事
業
者
へ
の
積
極
的
な

情
報
発
信
に
取
り
組
み
、空
港
の
活
性

化
に
向
け
て
国
と
連
携
し
つ
つ
、県
が

主
導
的
に
空
港
経
営
改
革
を
進
め
る
。

答
平
成
三
十
年
度
か
ら
の
国
民
健

康
保
険
の
県
単
位
化
に
向
け
た

課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
お
り
、ま
た
、国
保
運
営
に
関
す
る

精
緻
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と

す
る
方
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

保
険
料
の
負
担
の
公
平
性
の
確

保
と
医
療
費
水
準
の
適
正
化
が

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、当
面

は
、標
準
保
険
料
の
算
定
に
お
い
て
市

町
の
収
納
率
の
格
差
を
反
映
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
、全

て
の
県
民
が
自
ら
健
康
増
進
を
図
る

と
と
も
に
、県
内
ど
こ
で
も
安
心
し
て

良
質
か
つ
適
正
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、市
町
と
十

分
な
協
議
を
通
じ
て
諸
課
題
を
共
有

し
、対
応
方
策
を
検
討
す
る
。 

自民議連
緒方直之 議員
〈広島市東区〉

問答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
作
成

を
、広
島
県
の
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
す
る
Ｐ
Ｒ
戦
略
の
一
環
と
し
て
県

が
率
先
し
て
行
い
、県
内
市
町
に
も

拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る

が
、所
見
を
伺
う
。

問
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
非
常
に
多
く
の

ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
し
て
お
り
、

特
に
若
年
層
に
向
け
た
戦
略
的
な
情

報
発
信
の
た
め
の
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
県
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、目

的
や
効
果
等
を
し
っ
か
り
把
握
し
た

う
え
で
、ス
タ
ン
プ
の
利
用
も
含
め

て
、検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答 Ｐ
Ｒ
戦
略
と
し
て
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
作
成

人
や
資
金
、情
報
の
集
積
が
進

み
、持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
創
出
さ
れ
る
常
設
の
場
の
設
置

に
つ
い
て
、具
体
的
な
概
要
と
事
業
に

か
け
る
知
事
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

活
発
な
交
流
を
促
進
す
る
立

地
環
境
と
す
る
た
め
、多
く
の

人
が
参
集
で
き
る
交
通
至
便
な
場
所

に
す
る
と
と
も
に
、施
設
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、土
日
祝
日
を
含
め
、

よ
り
多
く
の
方
が
利
用
し
や
す
い
開

業
時
間
を
検
討
す
る
。さ
ら
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
配
置
し
て
個
別
相
談

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
う
な
ど
、新

た
な
つ
な
が
り
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
好
循
環
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、全

力
で
取
り
組
む
。 

12
月
9
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
犬童英徳 議員
〈呉市〉

12
月
9
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
伊藤真由美 議員
〈安芸郡〉

12
月
9
日 

　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

県政に関する質問から（本会議における質問・答弁）
　本会議では、3日間にわたって9人の議員が一般質問を行い、県政が直面する諸課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。
　紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しています。その他の質問も、県議会ホームページの「インターネット中継」でご覧いただけます。

空
港
運
営
に
係
る

事
業
者
か
ら
の
提
案

空
港
ア
ク
セ
ス
の

改
善
に
つ
い
て

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の

役
割
強
化
等
に
つ
い
て

五
日
市
埋
立
地
へ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

問
事
故
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
を

鑑
み
、東
広
島
・
呉
自
動
車
道

の
阿
賀
Ｉ
Ｃ
出
入
口
付
近
、先
小
倉

交
差
点
の
早
期
の
立
体
化
を
求
め
る

が
、所
見
を
伺
う
。

問
国
に
お
い
て
は
、現
在
の
交
通
状

況
を
踏
ま
え
て
、ま
ず
は
呉
方

面
の
出
入
口
の
早
期
完
成
を
目
指
す

こ
と
と
し
、年
度
内
の
工
事
発
注
に
向

け
て
準
備
し
て
い
る
。広
方
面
の
出
口

の
整
備
に
つ
い
て
は
、完
成
後
の
交
通

量
な
ど
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。県
と
し
て
は
、そ

の
整
備
に
つ
い
て
国
と
調
整
し
て
い
く

と
と
も
に
、先
小
倉
交
差
点
の
立
体
化

の
早
期
完
成
に
向
け
て
、引
き
続
き
、

国
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。 

答
広
島
市
内
に
は
多
く
の
被
爆

建
物
が
あ
る
が
、必
ず
し
も
十

分
な
保
存
状
態
で
は
な
い
。近
年
、赤

煉
瓦
の
旧
陸
軍
被
服
支
廠
の
保
存
を

求
め
る
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

平
和
の
メ
ッ
カ
・
平
和
学
習
の
広
島

を
さ
ら
に
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
も
、部
分
的
な
保
存
も
含
め
、方

向
性
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
旧
陸
軍
被
服
支
廠
は
、被
爆
の

痕
跡
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重

な
建
物
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、施
設
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら

保
存
活
用
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。部
分
的
保

存
も
含
め
、引
き
続
き
、関
係
者
か
ら

幅
広
く
意
見
を
伺
い
、保
存
活
用
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

先
小
倉
交
差
点
立
体
化

の
早
期
着
工
に
つ
い
て

旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠

等
の
被
爆
建
物
の
保
存

に
つ
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が

集
ま
る
常
設
の
場
の
設
置

12月12日開催常任委員会の動き
補
正
予
算
一
件
、条
例
案
四
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

新
規
付
託
の
請
願
一
件　

採
択

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員

の
不
適
切
な
医
療
行
為
な
ど

【その他】

主
な
質
疑
事
項

◆
国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
つ
い

て
は
、財
政
運
営
の
安
定
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、財
政
支
援
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
。

　

ま
た
、県
民
に
検
討
状
況
等
の
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、適
切
に
議
会
に

報
告
し
、幅
広
い
意
見
を
反
映
し
た
検

討
を
行
う
こ
と
。

◆
男
性
や
経
営
者
な
ど
の
意
識
改
革
を

進
め
る
と
と
も
に
、企
業
の
実
態
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、働
き
方
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、女
性
の
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
未
婚
化
、晩
婚
化
な
ど
の
原
因
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、女
性
の
活
躍
推
進

施
策
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、少

子
化
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

補
正
予
算
二
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
七
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
四
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

新
規
付
託
の
請
願
二
件　

不
採
択

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

◆
道
路
の
り
面
の
対
策
工
事
を
確
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。ま
た
、防

災
・
減
災
対
策
に
係
る
工
事
に
つ
い
て

も
、早
期
の
進
捗
を
図
り
県
民
の
安
全

確
保
に
着
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

◆
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、近
年
の
水
需

要
の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
、現
状
に
あ

わ
せ
た
基
本
水
量
と
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
水
道
施
設
の
整
備
・
改
修
に
つ

い
て
も
、適
切
な
規
模
で
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
。

◆
広
島
空
港
の
経
営
改
革
に
際
し
て
は
、

事
業
者
選
定
に
お
い
て
地
元
企
業
の

参
画
に
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
こ
と
。

　

ま
た
、空
港
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
完
成
時
期
を
示
す
と

と
も
に
、空
港
の
運
用
時
間
延
長
に
係

る
考
え
方
を
明
確
に
さ
れ
た
い
こ
と
。

主
な
質
疑
事
項

◆
研
究
成
果
を
地
域
企
業
へ
技
術
移
転

す
る
こ
と
に
加
え
、医
工
連
携
や
新
産

業
創
出
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、理
化
学

研
究
所
誘
致
に
よ
る
効
果
が
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
波
及
す
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
こ
と
。

◆
総
合
技
術
研
究
所
が
、県
内
企
業
や

農
林
水
産
事
業
者
の
支
援
と
い
う
使

命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、今
後
も

施
設
・
設
備
や
機
器
の
機
能
強
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、技
術
革
新
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
広
島
西
飛
行
場
跡
地
の
活
用
に
必
要

な
施
設
・
設
備
に
関
し
、円
滑
な
民
間

活
力
の
導
入
を
目
指
す
と
と
も
に
、跡

地
周
辺
も
含
め
た
に
ぎ
わ
い
創
出
・
経

済
発
展
を
視
点
に
取
り
組
ま
れ
た
い

こ
と
。

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

◆
高
齢
運
転
者
対
策
の
強
化
が
実
施
さ

れ
る
、平
成
二
十
九
年
三
月
の
改
正

道
路
交
通
法
の
施
行
に
つ
い
て
、県

民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、高
齢
運

転
者
に
よ
る
重
大
事
故
の
減
少
に
努

め
ら
れ
た
い
こ
と
。

◆
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

様
々
な
人
材
が
集
ま
る「
常
設
の
場
」

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、施
設
の
有

効
活
用
や
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

な
ど
相
談
・
支
援
機
能
を
強
化
す
る

な
ど
、経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

　

ま
た
、県
内
外
の
同
様
の
取
り
組
み

と
連
携
し
、本
事
業
を
利
用
す
る
人

材
等
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
よ
う
考
慮
さ
れ
た
い
こ
と
。

◆
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
三
原
工
場
の
閉

鎖
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、本
県
経
済

へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、雇
用
問
題
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

文
教
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

総
務
委
員
会

警
察・商
工
労
働
委
員
会

建
設
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

国民健康保険
の県単位化

県
政
運
営
の
基
本
方
針
の
策
定
の

考
え
方
な
ど

【その他】

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
係
る
今
後
の
発
効
へ

向
け
た
手
続
と
米
国
離
脱
の
場
合
の

影
響
な
ど

【その他】

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
校
の
設

置
趣
旨
の
明
確
化
や
校
舎
の
あ
り

方
な
ど
に
関
す
る
議
会
の
意
見
の

尊
重
な
ど

【その他】

◆
漁
業
用
給
油
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、計
画
的
な
老
朽
化
・
長
寿
命
化

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、県
東
部

地
域
に
お
け
る
地
域
漁
業
の
持
続
的
な

発
展
に
つ
な
が
る
漁
業
振
興
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
飼
料
確
保
対
策
に
よ
り
県
産
和
牛
の
低

コ
ス
ト
生
産
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、畜

産
農
家
の
経
営
体
質
の
強
化
と
、競
争

力
の
あ
る
生
産
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ

る
よ
う
、取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
緑
化
セ
ン
タ
ー
及
び
緑
化
植
物
公
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定
と
広
島
市
森
林

公
園
と
の
共
同
管
理
に
当
た
っ
て
は
、

「
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
」の
認
知
度
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、利
用
者
数
の
増

加
、満
足
度
向
上
の
た
め
、積
極
的
に
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
正
規
職
員
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

教
職
員
給
与
の
見
直
し
に
関
し
て
、非

常
勤
職
員
の
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
広
島
版「
学
び
の
変
革
」の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、児
童
生
徒
の
知
的
好
奇

心
を
高
め
る
こ
と
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、先
進
的
な
取
り
組
み
を
全
県

に
広
げ
、県
全
体
の
教
育
水
準
の
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、基
礎
学
力
の
な
い
児
童
生
徒
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
府
中
町
立
中
学
校
生
徒
の
自
死
事
案

関
係
者
の
処
分
を
検
討
し
、処
分
が

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、対
応
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、校
長
に
権
限
が
集
中
し

て
い
る
中
で
の
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、検
討
さ
れ
た
い
こ
と
。

【その他】
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基
礎

調
査
の
方
法
と
現
場
に
即
し
た
丁
寧

な
調
査
の
実
施
な
ど

問
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
る

世
代
へ
の
体
系
的
な
学
び
直

し
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
活
動
に
対

す
る
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問
今
回
の
一
斉
改
選
で
は
、全
体

の
四
人
に
一
人
が
新
任
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、平
成
二
十
九
年
二

月
に
実
施
す
る
新
任
者
研
修
の
充
実

を
図
る
こ
と
や
、来
年
度
も
、社
会
福

祉
の
幅
広
い
知
識
の
習
得
に
向
け
て

更
な
る
研
修
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、活
動
費
は
来
年
度
か
ら
の

増
額
を
検
討
し
、国
に
も
財
政
措
置

の
充
実
を
引
き
続
き
要
望
す
る
な

ど
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
確
保
と

定
着
に
努
め
る
。

答
こ
れ
か
ら
も
確
実
に
犬
猫
の

殺
処
分
ゼ
ロ
を
維
持
し
て
い

く
に
は
、動
物
愛
護
の
精
神
を
将
来

に
渡
っ
て
県
民
に
伝
え
て
い
く
施
設

を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
環
境
整
備

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

早
期
整
備

答
現
在
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

は
、築
三
十
六
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
、ま
た
、犬
の
抑
留

を
優
先
し
た
施
設
構
造
と
な
っ
て
い

る
。収
容
頭
数
削
減
の
た
め
の
普
及

啓
発
や
返
還
及
び
譲
渡
が
促
進
で
き

る
施
設
機
能
へ
の
見
直
し
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、動
物
愛
護
の

普
及
啓
発
や
返
還
及
び
譲
渡
中
心
の

業
務
へ
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

見
直
し
に
合
わ
せ
た
施
設
の
あ
り
方

や
施
設
機
能
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
。

答
当
初
広
島
市
が
行
っ
た
入
札

で
は
、施
設
規
模
が
大
き
く
、

一
定
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
働
く

も
の
と
し
て
積
算
を
行
っ
た
と
、市

か
ら
説
明
を
受
け
た
。県
と
し
て
は
、

市
が
想
定
し
て
い
た
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
、結
果
的
に
過
大
な
見
込

み
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。今
回

の
建
築
工
事
は
、市
が
入
札
事
務
を

行
っ
た
が
、県
も
入
札
予
定
価
格
積

算
の
考
え
方
な
ど
を
事
前
に
確
認
す

る
こ
と
が
不
十
分
だ
っ
た
。

　

次
年
度
以
降
の
予
算
は
、今
回
の

建
築
工
事
及
び
今
後
入
札
を
予
定
し

て
い
る
設
備
工
事
に
係
る
契
約
額
等

の
合
計
を
計
上
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、債
務
負
担
行
為
限
度
額
と
次
年

度
以
降
の
予
算
額
と
の
差
額
は
不
用

と
な
る
。
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補
正
予
算
な
ど
二
十
八
議
案
を
可
決・認
定
並
び
に
同
意

　
広
島
県
議
会
は
、十
二
月
定
例
会
を
十
二
月
五
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま
で
の
十
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
二
十
八
年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」や「
広
島
県

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、九
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た「
平
成
二

十
七
年
度
決
算
認
定
」な
ど
の
知
事
提
出
議
案
の
ほ
か
、議
員
提
案
に
よ
る「
広
島
県
議

会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
」な
ど
の
議
案
に
つい
て
審
議

を
行
い
、二
十
八
議
案
に
つい
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、任
期
満
了
に
伴
う
広
島
県
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
委
員

四
人
、補
充
員
四
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、地
方
創
生
、産
業
振
興
、教
育
施
策
、医
療
・
福
祉
対
策
な
ど
の

県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、九
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

可
決
条
例
案広

島
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報

の
発
行
に
関
す
る
条
例
、広
島
県
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど　

九
件

同
意
人
事
案
件

広
島
県
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に

つ
い
て　

一
件

可
決
そ
の
他
の
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
ど　

七
件

不
採
択

請
願

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
早

期
実
現
を
求
め
る
請
願
な
ど　

三
件

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計　

一
件

特
別
会
計　

四
件

企
業
会
計　

四
件

可
決

平
成
二
十
七
年
度
決
算
等

一
般
会
計
・
特
別
会
計　

一
件

企
業
会
計　

一
件

認
定・可
決

議
決
の
状
況

12月定例会 ◆総額24億1,000万円の補正予算を可決
◆本会議における質問・答弁、常任委員会の動き（２、３面）
◆決算特別委員会における審議の状況など（４面）

発  

行
／
広
島
県
議
会
　

編  

集
／
広
島
県
議
会
広
報
委
員
会
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定
例
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概
要

広島県

月
十
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bly

議議

みかん（大崎上島町）：広島県のみかん栽培は約300年の歴史があり、現在では、県南部の沿岸島しょ部に産地が形成され、本県の主要農産物のひとつとなっています。平成29年３月から11月まで、
　　　　　　　　　 大崎上島町など中山間地域を舞台にした「ひろしま さとやま未来博2017」が開催され、地域づくりのための様 な々プロジェクトが展開されます。詳しくは、

　

自
動
車
保
有
関
係
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用

開
始
に
伴
い
、自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
税
の
納
付
方
法
の

特
例
を
定
め
る
な
ど
、必
要
な
規
定
を
整
備
す
る
条
例
改
正
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

広
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

各議案に対する議員の表決態度（賛否）は、
ホームページで公表しています。 検索検索広島県議会 本会議情報 議案等審議結果➡ ➡

12月5日

12月６日

12月７日～９日

12月12日

12月14日

本会議

全員委員会

本会議

各常任委員会

本会議

開会、提案理由説明など

提案事項の説明など

一般質問など

付託議案・請願の審査など

委員長報告、議案の採決など、閉会

▼12月定例会日程 （平成28年12月５日～12月14日）

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
状
況

主
な
質
問
事
項

　

九
月
二
十
九
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
は
、九
月
定
例
会

で
付
託
さ
れ
た「
平
成
二
十
七
年
度
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」並
び

に「
平
成
二
十
七
年
度
広
島
県
公
営
企
業
の
決
算
の
認
定
及
び
剰
余
金

の
処
分
」に
つ
い
て
、十
月
四
日
か
ら
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
、九
回
に
わ

た
っ
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
に
は
、代
表
監
査
委
員
か
ら「
広
島
県
歳
入
歳
出
決
算
審
査

意
見
書
」等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
ほ
か
、十
一
月
二
十
二
日
は
、

知
事
の
出
席
の
も
と
で
総
括
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、賛
成
多
数
で
い
ず
れ
も
認
定
並
び
に
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
、十
二
月
十
四
日
の
本
会
議
で
、そ
の
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、関
係
機
関
の
連
携
体
制

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

活
力
あ
る
本
県
農
業
の
実

現
の
た
め
に
は
、農
地
中
間

管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地

の
集
積
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、関
連
事
業
の
実
施
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り

効
果
的
な
事
業
の
推
進
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

新
規
就
農
者
育
成
交
付
金

な
ど
支
援
制
度
の
利
用
促
進

に
努
め
、新
規
就
農
者
の
増

加
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

経
営
力
の
高
い
担
い
手
に
成

長
す
る
こ
と
が
、産
業
と
し

て
自
立
で
き
る
農
林
水
産
業

の
確
立
に
つ
な
が
る
た
め
、引

き
続
き
積
極
的
に
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

県
民
の
安
全
・
安
心
を
早

急
に
確
保
す
る
た
め
、土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を

可
能
な
限
り
迅
速
に
進
め
る

と
と
も
に
、優
先
順
位
を
付

け
、積
極
的
に
ハ
ー
ド
整
備
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、住
民
か
ら
要
望

の
多
い
市
町
の
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
は
県
費
補
助
金

の
増
額
や
繰
越
し
を
認
め
る

な
ど
、ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
制
度

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

広
島
空
港
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
は
、新
規
国
際
定
期
路

線
の
定
着
に
苦
慮
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、支
援
の
あ

り
方
を
十
分
検
証
す
る
必
要

雪
作
業
に
よ
る
摩
耗
を
防
ぐ

た
め
、実
施
時
期
を
調
整
さ

れ
た
い
。

　

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
数

が
好
調
に
推
移
す
る
中
、よ

り
高
み
を
目
指
し
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。ま
た
、Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

環
境
や
多
言
語
対
応
な
ど
外

国
人
観
光
客
の
受
入
環
境
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

神
楽
な
ど
観
光
資
源
の
積
極

的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

が
あ
る
。ま
た
、首
都
圏
で
の

広
報
の
拡
充
や
、ア
ク
セ
ス
強

化
に
向
け
た
軌
道
系
の
整
備

を
前
向
き
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。な
お
、昨
年
の
航
空

機
事
故
を
踏
ま
え
、よ
り
安

全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

損
害
賠
償
に
関
し
て
は
適
切

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚

園
、保
育
所
に
共
通
し
て
必

要
な
力
を
育
成
す
る
こ
と
を

基
本
に
、関
係
局
が
連
携
し

て
、ニ
ー
ズ
の
高
い
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
の
研
修
や
、子

供
が
外
で
遊
べ
る
環
境
の
充

実
な
ど
を
図
る
必
要
が
あ

る
。ま
た
、幼
児
期
に
お
い
て

は
、忍
耐
力
や
社
会
性
な
ど

の
非
認
知
能
力
の
育
成
に
重

点
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
「
山
・
海
・
島
」体
験
活
動

ひ
ろ
し
ま
全
県
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、来
年
度
以
降

も
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ

う
、県
の
関
係
局
が
連
携
し

て
、市
町
等
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、民
泊
の
拡
大

や
教
員
の
体
験
活
動
に
関
す

る
研
修
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

信
号
機
や
道
路
標
示
な

ど
の
交
通
安
全
施
設
に
つ
い

て
、必
要
な
予
算
を
確
保
し

て
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、災
害
時
の
停
電
に
対
応

可
能
な
防
災
対
応
型
信
号

機
の
積
極
的
な
整
備
が
必
要

で
あ
る
。な
お
、県
北
地
域
で

の
道
路
標
示
の
整
備
は
、除

　

中
山
間
地
域
の
産
業
対
策

に
係
る
未
来
創
造
計
画
の
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

等
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、県
か

ら
市
町
に
対
す
る
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、市
町
の
財
政
状

況
に
よ
り
、実
施
状
況
に
格

差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

中
期
財
政
健
全
化
計
画
の

目
標
を
上
回
る
実
質
的
県
債

残
高
の
縮
減
な
ど
、本
県
の

財
政
状
況
が
改
善
し
て
い
る

た
め
、今
後
も
経
済
成
長
を

持
続
さ
せ
、安
定
的
な
県
税

収
入
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ

う
、県
勢
発
展
の
た
め
の
投

資
に
も
配
慮
し
た
財
政
運
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

少
子
化
対
策
及
び
子
育
て

支
援
に
は
、乳
幼
児
医
療
費

公
費
負
担
事
業
の
対
象
年
齢

の
段
階
的
な
引
き
上
げ
や
、

不
妊
治
療
支
援
事
業
の
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
制

度
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、一
時
保
育
な
ど
、家
庭

で
子
育
て
す
る
世
帯
へ
の
支

援
も
充
実
さ
れ
た
い
。

　

広
島
県「
み
ん
な
で
減
災
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、自
主
防
災

組
織
と
行
政
の
連
携
体
制
の

強
化
や
事
業
者
の
参
画
の
促

進
な
ど
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。ま
た
、高
齢
者
施
設

等
で
の
円
滑
な
避
難
に
向
け

て
、地
域
の
支
援
を
得
ら
れ

一般会計・特別会計決算の状況決算特別委員会名簿 （単位：百万円）

区分
歳入額

歳出額

歳入歳出差引額（A）

翌年度に繰り越すべき財源（B）

実質収支額（C）＝（A）-（B）

前年度実質収支額（D）

単年度収支額（E）＝（C）-（D）

一般会計 特別会計 合計
1,350,480

1,338,646

11,834

4,112

7,722

9,309

△ 1,587

347,560

342,033

5,527

64

5,463

5,310

153

1,002,920

996,613

6,307

4,048

2,259

3,999

△ 1,740

企業会計決算の状況 （単位：百万円）

区分 収入（総収益）支出（総費用） 純利益
病院事業会計

工業用水道事業会計

土地造成事業会計

水道用水供給事業会計

△ 947

173

△ 150

2,126

25,403

2,488

4,690

9,117

24,456

2,661

4,540

11,243

委 員 長 　 東 　 保 幸
副委員長  松 浦 幸 男
副委員長  窪 田 泰 久
委　　員  石橋林太郎
委　　員  畑 石 顕 司
委　　員  西 本 博 之
委　　員  尾 熊 良 一
委　　員  大 島 昭 彦
委　　員  桑 木 良 典
委　　員  山 下 智 之
委　　員  宮 本 新 八
委　　員  宮 　 政 利
委　　員  佐々木弘司
委　　員  辻 　 恒 雄
委　　員  岡 﨑 哲 夫
委　　員  平 田 修 己

16人

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
様
々
な

人
材
が
集
い
、産
学
金
官
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、次
々

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
た
め
の
常
設
の
場
を
設
置
。

理
化
学
研
究
所
の
移
転
促
進
　
　
　
　   

一
億
三
千
三
百
万
円

競
争
力
の
あ
る
県
産
和
牛
の
生
産
体
制
の
構
築  

八
千
六
百
万
円

地
域
漁
業
の
拠
点
施
設
の
整
備
　
　
　
　  

　 

三
千
五
百
万
円

中
小
企
業
の
製
品
開
発
を
支
え
る

研
究
施
設
の
機
能
強
化

千
八
百
万
円

平
成
二
十
八
年
度
広
島
県
補
正
予
算

　

九
月
補
正
予
算
編
成
後
の
状
況
変
化
等
を
踏
ま
え
、総
額
二
十

四
億
一
千
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が
集
ま
る

常
設
の
場
の
整
備

四
千
五
百
万
円

お  

知  

ら  

せ

●
点
字
版
・
音
声
版

　

視
覚
障
害
者
の
方
へ「
点
字
版
」と

「
音
声
版（
テ
ー
プ
版
・
デ
イ
ジ
ー
版
）」の

「
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　
　
　
　

〇
八
二-

五
一
三-

四
七
四
三

　

本
会
議
の
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

開
催
日
に
、議
会
棟

一
階
の
受
付
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

受
付
／
午
前
九
時
〜

先
着
順
に
五
十
名
ま

で（
議
場
へ
の
入
場
／

開
会
の
二
十
分
前
〜
）

　

本
会
議
の
傍
聴
の
際
、手
話
通
訳
者
を

手
配
で
き
ま
す（
原
則
五
日
前
ま
で
の
事

前
申
込
必
要
）。ま
た
、乳
幼
児
等
を
同
伴

の
方
は
、親
子
傍
聴
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

●
本
会
議
の
傍
聴

【
問
合
せ
】県
議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
　
　

〇
八
二-

五
一
三-

四
七
三
二

検索検索さとやま未来博

　

十
二
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
広
島
県

議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関

す
る
条
例
」を
議
員
提
案
し
、可
決
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、平
成
三
十
一
年
の
広

島
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、候
補
者
の
氏
名
、経

歴
、政
見
、写
真
等
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行

さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
公
報
は
候
補
者
が
一
覧
で
掲
載
さ
れ
、政

見
等
を
比
較
で
き
ま
す
の
で
、自
分
の
選
挙
区
の

候
補
者
を
知
り
、投
票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

表彰

四
十
年
表
彰

奥
原
信
也

（
呉
市
／
自
民
議
連
）

二
十
五
年
表
彰

犬
童
英
徳

（
呉
市
／
民
主
県
政
会
）

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

か
ら
次
の
議
員
が
自
治
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日
、崇
徳
高
校
新
聞
部
が
県
議
会
を

訪
れ
、本
会
議
傍
聴
後
、議
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
県
議
会
議
員
に
な
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
」と
い
っ
た
、高
校
生

ら
し
い
疑
問
や
、教
育
、平
和
問
題
と
い
っ
た
県
が

当
面
す
る
課
題
な
ど
、幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

取
材
内
容
は
後
日
、崇
徳
学
園
新
聞
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

崇
徳
高
校
新
聞
部
の

取
材
を
受
け
ま
し
た

　

委
員
会
の
審
議
状

況
を
、議
会
棟
一
階
の

モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
で

傍
聴
で
き
ま
す
。

受
付
／
委
員
会
開
催

の
一
時
間
前
〜
定
員

三
十
六
名（
希
望
者
多

数
の
場
合
抽
選
）

●
委
員
会
の

　
モ
ニ
タ
ー
傍
聴

本
会
議
、委
員
会
の
開
催
日
時
は
、

決
定
さ
れ
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
会
議
等
の
行
事
の
な
い
日
は
、本
会

議
場
の
団
体
見
学
が
で
き
ま
す
。

午
前
九
時
〜
十
一
時
半
、午
後
一
時
〜
五
時

（
土
・
日
、祝
日
等
を
除
く
）

●
本
会
議
場
の
団
体
見
学

【
問
合
せ
】県
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　

〇
八
二
‐
五
一
三
‐
四
七
二
三

【
10
・
11
月
の
見
学
団
体
】

広
島
県
立
広
島
特
別
支
援
学
校

広
島
市
立
戸
坂
城
山
小
学
校

東
広
島
市
立
八
本
松
小
学
校

（
総
括
審
査
の
模
様
は
、県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

「ひろしま県議会だより」は、県の施設、市町窓口、県内の主なコンビニエンスストアなどでも配布しています。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。

前号から読みやすい書体へ変更しています。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。

〒730‐8509 広島市中区基町10‐52
広島県議会事務局 政策調査課

あて先

082-222-9600 gikaichousa@pref.hiroshima.lg.jpFAX ＭＡＩＬ

082-513-4743TEL


